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巻頭言 

Foreword 

 

理事長（熊本大学） 

尾原 祐三 

 

この 50周年記念誌は、岩の力学連合会の半世紀の歩みをまとめたものである。 

1964 年（昭和 39 年）、岩の力学連合会の前身である「岩の力学研究連絡委員会」が、土木学会、日本鉱

業会（現資源・素材学会）、土質工学会（現地盤工学会）、日本材料学会の岩盤関係の研究者や技術者によっ

て設立された。さらに、1979 年（昭和 54 年）には、東京で開催される ISRM の Weak Rock 国際会議のため

の組織強化として「岩の力学連合会」と改名し、現在に至っている。 

設立当時の 1963 年には、黒部第四ダムが完成し、1964 年には、東京モノレールや東海道新幹線が開通、

10 月には東京オリンピックが開催されている。このように、1955年頃から始まる高度経済成長期のオリンピ

ック景気に沸く時期に本連合会が設立されたというのは、当時の我が国における社会基盤の整備、資源エネ

ルギーの確保などに関わる岩盤工学に対する社会的要請に応じた当然の流れと考えられる。また、その後の

経済の安定成長期、バブル景気、バブル崩壊を経て今日に至るまでの間、岩の力学連合会の会員や賛助会員

が国内の岩盤工学のプロジェクトにおいて重要な役割を果たしてきた。さらに、1981年の Weak Rock 国際会

議（東京）、1995年の ISRM Congress（東京）をはじめとする多くの国際会議の開催、ISRM の個人会員数や

賛助会員数、他国での国際会議への参加者数などを考慮すると、国内に留まらず世界的にも岩盤工学の発展

に貢献してきたことは明らかである。 

本記念誌は、これまでの岩の力学連合会の歴史と岩盤工学に関わる主なプロジェクトについてまとめられ

ており、本会が果たしてきた社会的、国際的役割を再認識することができる。また、本誌によって、先人達

が残した岩盤工学における偉業を振り返ることができるとともに、今後若い技術者、研究者が遭遇するであ

ろうプロジェクトにおける問題解決にも貢献できること期待する。 

折しも昨年末、2020年に 2回目の東京オリンピック開催が決定され、1964年の岩の力学研究連絡委員会設

立当時のオリンピック景気の再来が予想される。また、リニア中央新幹線、ハイパーカミオカンデ、国際リ

ニアコライダー、メタンハイドレード、シェールガス、CCS、高レベル放射性廃棄物地層処分などのプロジ

ェクトが調査・試験・決定の段階に入り、近い将来の実現に向かっている。このような状況の中で、岩の力

学連合会がさらに発展し、国内のプロジェクトだけでなく、国際的な科学・技術の発展と普及に寄与するこ

とを祈念し、巻頭の言葉とする。 

なお、本記念誌は、会員の皆様、プロジェクトに関わった皆様および 50 周年記念事業委員会のご尽力でま

とめることができました。ここに感謝の意を表します。 




